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３
月
定
例
会
議
は
、
３
月
３
日
か
ら
14
日
ま
で
の

12
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
鈴
木
町
長
が
施
政
方
針
を
、
竹
川
教
育
委

員
長
が
教
育
行
政
方
針
の
演
述
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
29
年
度
一
般
会

計
予
算
な
ど
20
件
、
議
員
が
提
案
し
た
議
員
の
厚
生

年
金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
２
件

が
、
全
て
全
議
員
の
賛
成
で
原
案
ど
お
り
『
決
定
』

し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
対

応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

３
つ
の
特
別
会
計
の
当
初

予
算
総
額
は
、
14
億
７
７
０

５
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

３
０
３
７
万
円
、
２
％
減
少

し
ま
し
た
。

　

病
院
事
業
の
ほ
か
、
新
た

に
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用

に
よ
り
水
道
事
業
が
企
業
会

計
に
加
わ
り
ま
す
。

　

事
業
で
は
、
引
き
続
き
、

葛
巻
病
院
の
改
築
と
江
刈
簡

易
水
道
整
備
事
業
を
進
め
ま

す
。

　

各
会
計
の
予
算
額
は
、
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

特
別
会
計

一
般
会
計

　

会　計　名 予　算　額

特　

別

国民健康保険事業 12億  353万円
農業集落排水事業 2億  426万円
後期高齢者医療事業 6926万円

企
業

国保葛巻病院事業 19億9589万円
水道事業 4億6035万円

合  　 　 計 39億3329万円

特別・企業会計当初予算額

人
口
減
少
対
策
を
重
視

29年度予算29年度予算
総額総額9292億円億円

人
口
減
少
問
題
に
挑
み

移
住
定
住
者
の
増
加
へ

　

町
が
抱
え
る
最
重
要
課
題

の
「
人
口
減
少
問
題
」
に
果

敢
に
挑
み
、
町
の
魅
力
や
取

り
組
み
を
情
報
発
信
し
て
い

く
こ
と
で
、
交
流
人
口
や
移

住
・
定
住
者
の
増
加
に
つ
な

げ
ま
す
。　

　

ま
た
、
町
づ
く
り
に
熱
意

と
意
欲
を
持
っ
た
人
材
の
育

成
と
招
へ
い
に
努
め
、
町
が

持
つ
地
域
資
源
を
最
大
限
に

活
か
す
取
り
組
み
を
積
極
的

に
行
い
ま
す
。　

　

29
年
度
の
予
算
は
、
人
口

減
少
対
策
予
算
と
位
置
づ

け
、
移
住
・
定
住
対
策
、
子

育
て
支
援
対
策
な
ど
に
重
点

を
置
き
、
短
期
的
に
成
果
が

表
れ
る
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。
主
な
新
規
事
業
は
、
保

育
料
の
第
２
子
の
無
料
化
、

公
営
学
習
塾
の
開
設
、
高
齢

者
等
外
出
支
援
な
ど
、
各
世

代
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ

る
、
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る

ほ
か
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
導
入
、
定
住
対
策
住
宅
取

得
支
援
事
業
、
小
屋
瀬
小
学

校
改
修
工
事
な
ど
の
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。　

　

次
の
世
代
を
生
き
る
町
民

へ
新
た
な
歴
史
と
明
る
い
未

来
を
贈
り
届
け
る
た
め
、
町

民
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
を
続
け
ま
す
。

町　　長
施政方針
（要約）

３月定例会議　

29
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
52
億
７
３
６
１
万

円
で
前
年
度
に
比
べ
て
16
億

２
２
６
２
万
円
、
23
・
５
％

減
少
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
全
体
の
55
％
を

占
め
る
地
方
交
付
税
が
28
億

９
６
０
０
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
２
６
０
０
万
円
、

０
・
９
％
増
加
し
ま
し
た
。

29
年
度
か
ら
町
が
採
用
す
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
※

１
）
の
財
源
に
特
別
交
付
税

が
充
て
ら
れ
る
た
め
、
交

付
額
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　

町
税
は
４
億
７
２
０
０
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
３

３
８
万
円
、
０
・
７
％
の
増

加
で
す
。

　

町
税
な
ど
の
自
主
財
源
の

割
合
は
15
・
１
％
。
地
方
交

付
税
な
ど
の
依
存
財
源
に
頼

る
財
政
構
造
で
、
引
き
続
き

自
主
財
源
の
確
保
が
必
要
で

す
。

　

歳
出
は
、
新
病
院
や
養
護

老
人
ホ
ー
ム
葛
葉
荘
の
改
築

な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
の
支
出

の
減
に
よ
り
、
投
資
的
経
費

（
※
２
）
が
前
年
度
に
比
べ

て
９
億
２
３
８
７
万
円
、

51
・
９
％
減
少
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
第
２
子
の
保
育
料

の
無
料
化
や
移
住
定
住
者
向

け
の
住
宅
取
得
支
援
な
ど
の

新
規
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
、

人
口
減
少
対
策
を
重
視
し
た

内
容
で
す
。

　

一
般
会
計
予
算
の
詳
し
い

内
訳
は
、
４
〜
５
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
※
１
）
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

人
口
減
少
な
ど
に
悩
む
地

方
が
都
市
住
民
を
受
入
れ
て
、

住
民
の
生
活
支
援
な
ど
の
地

域
協
力
活
動
に
従
事
し
、
そ

の
地
域
で
定
住
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
の
充
実
強
化
を
目

指
す
取
り
組
み

（
※
２
）
投
資
的
経
費

　

施
設
建
設
な
ど
社
会
資
本

の
整
備
に
か
か
る
お
金

0

20

30

40

50

60

70

80
（単位：億円）

一般会計当初予算額の推移一般会計当初予算額の推移

49.349.349.3

H19

48.248.248.2

H20

45.945.945.9

H21

47.447.447.4

H22

47.347.347.3

H23

48.048.048.0

H24

51.051.051.0

H25

52.252.252.2

H26

58.058.058.0

H27

69.069.069.0

H28

53.053.053.0

H29

第２子の保育料を無料化

※病院事業会計と水道事業会計は、収益的収支の支出
額と、資本的収支の支出額を合算した額

お遊戯をする　葛巻保育園児
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100
（単位：億円）
町の借金の推移町の借金の推移

0

10

20

30

40

50

60
（単位：億円）
町の貯金（主要４基金）の推移町の貯金（主要４基金）の推移

76.376.376.3 72.172.172.1 67.467.467.4 63.563.563.5 60.660.660.6 58.558.558.5 56.756.756.7

6.66.66.6
10.510.510.5

14.814.814.8

22.122.122.1
27.427.427.4

34.334.334.3

42.142.142.1

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

56.156.156.1

45.145.145.1

H26

H26

68.368.368.3

49.649.649.6 49.849.849.8

H27

H27

80.480.480.4

H28

H28

（見込み）

（見込み）

前年より24％の減前年より24％の減
一般会計53億円の　予算　を見る

町
の
借
金
と
貯
金

　

町
の
借
金
（
一
般
会
計
の

町
債
）
の
28
年
度
末
の
見
込

額
は
80
億
３
６
９
９
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
12
億

３
７
０
万
円
、
17
・
６
％
増

加
し
ま
し
た
。
葛
葉
荘
改
築

事
業
な
ど
新
規
ハ
ー
ド
事
業

の
増
に
よ
り
、
借
入
金
が
増

え
ま
し
た
。
町
民
一
人
当
た

り
（
29
年
３
月
末
の
人
口
・

６
４
２
０
人
）、
約
１
２
５

万
円
に
な
り
ま
す
。

　

町
の
貯
金
（
※
主
要
４
基

金
）
の
28
年
度
末
の
見
込
額

は
49
億
８
２
０
０
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
て
２
０
１
０

万
円
、
０
・
４
％
増
加
し
ま

し
た
。
町
民
一
人
当
た
り
、

約
77
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

町
の
貯
金
と
借
金
の
推
移

は
、左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

29年度一般会計予算を町民一人当たりにすると （家計簿に例えると･･･）
繰出金 10.5％
子供への仕送り
87,000円

負担金等 20.9％
年金･保険料等
172,000円

物件費 18.5％
光熱水費等
152,000円

建設事業費 16.2％
家の増改築等
133,000円

公債費 11.5％
住宅ローン等
94,000円

扶助費 7.3％
医療費等
60,000円

人件費 15.1％
食費
124,000(　　　　　)

増改築の費用が、
約 13万円
減ったわ。

822,000円
29年3月末の人口

6,420人

155 1％

費 7

0

7費 7

0

7

費 

費 7

0

7

00

1155 1％

77

1155 1％

77

1

7

0

1155 1％

77

1155.1％

7

0

7

0

7.3％7.7.77777.3％.3％.3％3％33％33％33％33％33％

民生費
10億5381万円
20.0％

民生費
10億5381万円
20.0％

民生費
10億5381万円
20.0％

歳入
歳出 衛生費

8億881万円
15.3％

衛生費
8億881万円
15.3％

衛生費
8億881万円
15.3％

総務費
6億9484万円
13.2％

総務費
6億9484万円
13.2％

総務費
6億9484万円
13.2％

農林水産業費
4億6450万円
8.8％

農林水産業費
4億6450万円
8.8％

農林水産業費
4億6450万円
8.8％

公債費
（借金の返済額）
6億656万円
11.5％

公債費
（借金の返済額）
6億656万円
11.5％

公債費
（借金の返済額）
6億656万円
11.5％

土木費
5億9005万円
11.2％

土木費
5億9005万円
11.2％

土木費
5億9005万円
11.2％

消防費
2億6785万円
5.1％

消防費
2億6785万円
5.1％

消防費
2億6785万円
5.1％

その他の経費
1億7955万円　3.4％
その他の経費
1億7955万円　3.4％
その他の経費
1億7955万円　3.4％

災害復旧費
7500万円　1.5％
災害復旧費
7500万円　1.5％
災害復旧費
7500万円　1.5％

議会費
7074万円　1.3％
議会費
7074万円　1.3％
議会費
7074万円　1.3％

町税
4億7200万円
8.9％

町税
4億7200万円
8.9％

町税
4億7200万円
8.9％
諸収入
1億3325万円
2.5％

諸収入
1億3325万円
2.5％

諸収入
1億3325万円
2.5％
その他の自主財源
1億9101万円
3.7％

その他の自主財源
1億9101万円
3.7％

その他の自主財源
1億9101万円
3.7％

地方交付税
28億9600万円
54.9％

地方交付税
28億9600万円
54.9％

地方交付税
28億9600万円
54.9％

町債(町の借金）
6億5190万円
12.4％

町債(町の借金）
6億5190万円
12.4％

町債(町の借金）
6億5190万円
12.4％

国庫支出金
4億9095万円
9.3％

国庫支出金
4億9095万円
9.3％

国庫支出金
4億9095万円
9.3％

県支出金
2億5830万円
4.9％

県支出金
2億5830万円
4.9％

県支出金
2億5830万円
4.9％

その他の依存財源
1億8020万円　3.4％
その他の依存財源
1億8020万円　3.4％
その他の依存財源
1億8020万円　3.4％

自主財源
7億9626万円
15.1％

自主財源
7億9626万円
15.1％

自主財源
7億9626万円
15.1％

依存財源
44億7735万円
84.9％

依存財源
44億7735万円
84.9％

依存財源
44億7735万円
84.9％

教育費
4億6190万円
8.7％

教育費
4億6190万円
8.7％

教育費
4億6190万円
8.7％

項　　　目 摘　　　　要

自
主
財
源

（
町
が
自
力
で
収
入

で
き
る
お
金　
　

）

町税 町民税や固定資産税など、町民の皆
さんからの税金

諸収入 町税等の延滞金や預金利子など

その他の
自主財源

保育所などの利用者が負担するお金
や、他の収入科目に含まれないお金

依
存
財
源

（
国
・
県
な
ど
か
ら
、
交
付
、

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金　

）

地方交付税 町の財政需要の状況により国から配
分されるお金

町債 事業を行うために国や金融機関など
から借りるお金

国庫支出金 事業を行うために国からもらうお金

県支出金 事業を行うために県からもらうお金

その他の
依存財源

地方消費税交付金、利子割交付金、
交通安全対策特別交付金など

項　　目 摘　　　　要

民生費 高齢者や障がい者、保育所の運営など社会保
障に充てる経費

衛生費 保健・衛生・環境などの業務に充てる経費

総務費 町の財産管理や町税の事務などに充てる経費

公債費 事業のために国などから借りたお金の元利償
還金

農林水産業費 農林・畜産業の振興などに充てる経費

教育費 小・中学校の運営や社会教育・体育事業などに
充てる経費

土木費 道路・公園・河川などの建設や維持管理に充て
る経費

消防費 防災や災害時の活動などに充てる経費

災害復旧費 災害復旧に充てる経費

その他の経費 商工費､ 労働費､ 諸支出金､ 予備費などの経
費

議会費 議会の運営に充てる経費

台風10号災害
の復旧費が計
上されたね

※
主
要
４
基
金

・
財
政
調
整
基
金

・
町
債
減
債
基
金

・
地
域
づ
く
り
振
興
基
金

・
公
共
施
設
等
整
備
基
金

大型ハード事業の完成で大型ハード事業の完成で
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29年度29年度 事業事業

外出が困難な高齢者や重度の障がい者が、
移動にタクシーを利用した際の費用の一部
を助成します

地域おこし協力隊制度を活用して、地域課題を解決
（隊員６名を募集中）

・子育て世代移住者の住宅取得支援（最大400万円）
・町内に定住する町民の住宅取得支援（最大100万円）

個人商店等の誘客環境改善（水洗トイレの
設置工事）に対して助成します

ゲートボール場を人工芝化し、ゲートボール
と併せてテニス、フットサルができる場所を
整備します

高校生の学力向上に向けた公営学習塾の
開設を進めます火葬場の炉など老朽化した設備を改修します

予算額
192万円予算額

1650万円
予算額
2278万円

予算額
300万円

予算額
8000万円

予算額
30万円

予算額
650万円

「葛
くず

巻
まき

町
まち

」という　宝箱から
今年は“も～っと”すごい　　
　　 宝物が出て　きたぞ～

高齢者等の外出支援地域おこし協力隊の配置 移住・定住対策住宅取得支援

個人商店等誘客環境改善運動公園スポーツコート人工芝化

公営学習塾の開設くずまき斎苑大規模改修工事

主な新規事業をお知らせします。注目注目!!
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29年度予算を見る

過
疎
集
落
再
編

公
営
学
習
塾

出
会
い
サ
ポ
ー
ト

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等

江
刈
地
区
水
道

新
病
院
の
開
院

移
住
者
向
け
住
宅

コ
ン
ビ
ニ
収
納

高
齢
者
外
出
支
援

総
務

企
画

政
策

秘
書

政
策

秘
書

教　

育

委
員
会

教　

育

委
員
会

水
道

事
業

葛
巻

病
院

総
務

企
画

住
民

会
計

健
康

福
祉

　
　

過
疎
地
域
集
落
再
編
整

備
事
業
調
査
の
内
容
は
。

　
　

人
口
減
少
や
高
齢
化

に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
低
下
し
て
い
る
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
調

査
で
す
。
幹
線
道
路
か
ら
点

在
し
た
集
落
が
あ
る
冬
部
地

区
が
対
象
で
す
。

　
　

公
営
学
習
塾
開
設
の
取

り
組
み
内
容
は
。

　
　

葛
巻
高
校
の
２
ク
ラ
ス

を
維
持
す
る
た
め
に
町
が
学

習
塾
を
開
設
し
て
、
葛
巻
高

校
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　
　

く
ず
ま
き
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
取
り
組
み
内

容
は
。

　
　

新
た
に
、
結
婚
を
望
む

男
女
の
婚
活
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
協
議
会
を
設
け
ま
す
。

　

20
代
〜
30
代
の
方
を
協
力

員
に
お
願
い
し
、
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
す
る
取
り
組
み
を
行
う

ほ
か
、
第
３
セ
ク
タ
ー
な
ど

と
連
携
し
て
交
流
事
業
を
行

い
ま
す
。

　
　

総
合
運
動
公
園
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
の
人
工
芝
化
の
工

事
内
容
は
。

　
　

土
の
コ
ー
ト
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
６
面
を
、
人
工
芝

に
改
修
し
ま
す
。

　

改
修
後
の
コ
ー
ト
で
は
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
ほ
か
に
、

フ
ッ
ト
サ
ル
や
テ
ニ
ス
な
ど

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
整
備

し
ま
す
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
で

滞
在
す
る
団
体
へ
の
支
援
事

業
の
内
容
は
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
で

町
の
宿
泊
施
設
に
滞
在
す
る

団
体
に
、
宿
泊
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
団
体
が
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
町
に
誘
致
し

た
際
に
、
１
万
円
の
運
営
費

を
助
成
し
ま
す
。

　
　

江
刈
地
区
水
道
整
備
工

事
の
進
行
状
況
と
、
今
後
の

計
画
は
。

　
　

28
年
度
は
、
畑
、
日
渡
、

山
岸
、
五
日
市
地
区
を
行
い

65
％
の
進
行
状
況
で
す
。
29

年
度
は
、
栗
山
、
辰
鼻
、
泉

田
、
小
苗
代
地
区
の
工
事
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
　

新
葛
巻
病
院
の
開
院
の

時
期
は
。

　
　

建
物
の
完
成
が
６
月
末

で
、
そ
の
後
に
設
備
な
ど
の

設
置
を
行
い
、
８
月
上
旬
の

開
院
の
見
込
み
で
す
。

　
　

移
住
者
と
町
内
定
住
者

向
け
の
、
住
宅
取
得
支
援
事

業
の
内
容
は
。

　
　

町
外
か
ら
移
住
す
る
子

育
て
世
帯
の
方
が
住
宅
を
新

築
、
中
古
物
件
を
購
入
し
た

際
に
、
最
大
４
０
０
万
円
助

成
し
ま
す
。

　

町
内
に
住
ん
で
い
る
方
の

定
住
化
を
図
る
た
め
、
住
宅

の
新
築
や
中
古
物
件
の
購
入

に
対
し
て
、
最
大
１
０
０
万

円
支
援
し
ま
す
。

　
　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
（
※
）

の
利
用
開
始
の
時
期
は
。

　
　

29
年
度
は
シ
ス
テ
ム
の

改
修
を
進
め
、
30
年
度
か
ら

利
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

住
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
保
税
の
４

種
類
の
税
金
の
納
付
が
、
全

国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
24
時
間
３

６
５
日
納
税
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
　

高
齢
者
外
出
支
援
事
業

の
目
的
や
対
象
者
は
。

　
　

外
出
が
困
難
な
高
齢
者

や
重
度
の
障
が
い
者
の
方
の

交
通
手
段
を
確
保
す
る
事
業

で
、
移
動
で
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
た
際
に
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　

助
成
金
額
は
左
の
表
の
と

お
り
で
す
。

　

29
年
度
予
算
に
つ
い
て
、

賛
成
の
立
場
で
意
見
を
述
べ

ま
す
。

　

新
た
な
総
合
計
画
の
基
本

目
標
で
あ
る
「
い
き
い
き
と

輝
き
続
け
る
〝
ひ
と
〞」、「
誰

も
が
住
み
た
く
な
る
〝
ま

ち
〞」、「
地
域
資
源
を
活
か

す
〝
し
ご
と
〞」
を
柱
と
し

て
各
分
野
の
事
業
を
推
進
し

て
い
く
予
算
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

子
育
て
世
代
移
住
者
住
宅
取

得
支
援
事
業
に
よ
り
、
町
外

か
ら
の
移
住
者
確
保
対
策
の

一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
町
民
に
対
し
て
も
新
規

住
宅
取
得
を
支
援
す
る
定
住

対
策
住
宅
取
得
支
援
事
業
で

定
着
に
向
け
た
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

若
者
、
子
育
て
世
代
が
魅

力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

施
策
と
し
て
、
結
婚
支
援
事

業
の
強
化
、
保
育
料
の
世
帯

第
２
子
無
料
化
な
ど
、
将
来

に
希
望
を
持
っ
て
町
に
定
住

で
き
る
対
策
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

29
年
度
当
初
予
算
は
、
町

の
最
重
要
課
題
と
位
置
付
づ

け
る
人
口
減
少
問
題
に
幅
広

く
取
り
組
む
「
人
口
減
少
対

策
推
進
予
算
」
に
ふ
さ
わ
し

い
内
容
で
あ
り
、
鈴
木
町
長

が
掲
げ
る
「
山
村
の
モ
デ
ル

と
な
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
各
分
野
に
総
合
的
か
つ
重

層
的
に
取
り
組
む
内
容
で
評

価
し
ま
す
。

山
崎　

邦
廣 

議
員

反
対
討
論
な
し

役場窓口での納税

～輝くふるさと常任委員会～

　３月９日と10日に、29年度
当初予算の審査を行いました。
　主な質疑の内容をお知らせし
ます。

一 般
会 計

特 別
会 計

問

問

問

問

問

問問

問

問

問

答

答

答

答

答

答答

答

答

答

ゲートボール場に隣接の多目的グラウンド
（全天候型トラック・人工芝グラウンド）

賛
成
討
論
（
要
約
）

（
※
）
コ
ン
ビ
ニ
収
納

　

税
金
な
ど
公
共
料
金
の
支

払
い
を
コ
ン
ビ
ニ
で
行
う
、

収
納
代
行
サ
ー
ビ
ス

タクシー利用料金 助成金額

1000円　　
　～ 5000円 利用料金の２分の１

5001円　　
　～ 7500円

利用料金から
2500円を差し引いた額

7501円以上 一律5000円

人
口
減
少
対
策
を
推
進

予
算
の
内
容
を
評
価
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28
年
台
風
10
号
に
よ

る
災
害
で
、
県
北
市
町
村
の

人
的
、
物
的
被
害
は
甚
大
で

し
た
。

　
本
町
は
け
わ
し
い
山
々
に

囲
ま
れ
、
１
時
間
に
50
㍉
以

上
の
豪
雨
が
あ
っ
た
場
合
、

災
害
発
生
の
危
険
度
が
一
気

に
高
ま
り
ま
す
。
河
川
・
土

砂
災
害
に
対
応
し
た
防
災
体

制
整
備
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
管
理
河
川
の
現
状

は
、
河
川
沿
い
に
あ
る
住
家

や
道
路
と
並
行
し
て
い
る
場

所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
住
民

か
ら
の
通
報
に
よ
る
河
道
掘

削
、
河
道
内
の
倒
木
除
去
の

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

28
年
台
風
10
号
の
災
害
時

は
、
県
と
合
同
で
河
川
の
点

検
を
行
い
、
優
先
度
の
高
い

箇
所
か
ら
順
次
対
応
し
ま
し

た
。
ま
た
、
県
管
理
の
３
河

川
の
河
川
倒
木
処
理
は
、
町

が
作
業
を
受
託
し
て
、
維
持

管
理
し
て
い
ま
す
。

山
やま

崎
ざき

 邦
くにひろ

 議員 柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

　

岩
泉
町
の
台
風
10
号
に
よ

る
被
害
の
要
因
は
、
河
川
の

増
水
の
ほ
か
、
河
川
沿
い
の

倒
木
が
流
出
し
、
橋
脚
や
河

川
の
合
流
点
が
堰
き
止
め
ら

れ
、
さ
ら
に
崩
落
し
た
土
砂

な
ど
が
そ
こ
に
流
れ
込
み
、

被
害
が
拡
大
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
か
ら

日
ご
ろ
の
河
川
環
境
の
保
全

が
重
要
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
内
に
は
土
砂
災

害
等
の
危
険
が
あ
る
「
土
石

流
危
険
渓
流
」、「
急
傾
斜
地

崩
壊
危
険
箇
所
」
は
、
３
５

８
か
所
あ
り
ま
す
。
特
に
危

険
性
が
高
い
箇
所
は
、
県
が

砂
防
・
治
山
ダ
ム
を
整
備
し

て
い
ま
す
が
、
箇
所
数
が
多

河川の倒木除去作業

　３月６日に、３議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、事
務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

～ 今ここが聞きたい ～

　
　
　

農
地
利
用
の
意
向
調

査
結
果
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
担
い
手
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
遊
休
農
地
の
面
積
拡

大
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
は
26
年
度

に
農
地
の
集
約
化
を
行
う
農

地
中
間
管
理
事
業
を
創
設
し
、

県
で
は
農
地
の
受
け
皿
と
な

る
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」

を
県
農
業
公
社
が
担
い
、
農

地
の
貸
借
、
管
理
な
ど
で
利

用
集
積
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

26
年
度
か
ら
遊
休
農
地
や

遊
休
化
の
お
そ
れ
の
あ
る
農

地
の「
農
地
利
用
意
向
調
査
」

を
行
う
こ
と
が
制
度
化
さ
れ
、

遊
休
農
地
対
策
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

28
年
度
は
、
遊
休
農
地

３
１
６
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
中
、

対
象
の
19
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
調

査
し
、「
農
地
中
間
管
理
機

構
へ
の
農
地
の
貸
し
付
け
」、

「
町
が
実
施
す
る
農
地
利
用

　
　
　

遊
休
農
地
が
見
込
ま

れ
る
場
合
の
、
予
防
策
を
伺

い
ま
す
。

　
　
　

遊
休
農
地
対
策
は
、

こ
れ
ま
で
も
町
農
業
委
員
会
、

各
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し

集
積
円
滑
化
事
業
の
利
用
」、

「
自
ら
耕
作
を
再
開
す
る
」

な
ど
利
用
意
向
の
確
認
を
行

い
、
そ
の
結
果
、
全
体
の
約

４
割
が
農
地
中
間
管
理
事
業

等
利
用
の
意
向
で
し
た
。

　

し
か
し
、
利
用
困
難
な
農

地
や
受
け
手
と
マ
ッ
チ
ン
グ

の
可
能
性
が
低
い
農
地
な
ど
、

管
理
機
構
の
借
入
基
準
に
適

合
し
な
い
農
地
も
多
く
、
協

議
が
整
わ
な
か
っ
た
農
地
は
、

非
農
地
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
の
調
査
が
契

機
と
な
り
、
自
ら
耕
作
を
再

開
す
る
な
ど
管
理
を
行
う
意

向
を
示
す
方
も
増
え
、
遊
休

農
地
の
解
消
に
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

多面的機能支払交付金を
活用しての共同作業活動

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

一般質問

問

答

遊休農地対策の取り組みは

制度活用と情報共有で予防

問

答

災害に対応した防災体制は

自主的避難行動を基本原則

一般質問

自
主
避
難
訓
練
の
取
り
組
み

農
地
利
用
の
意
向
調
査

遊
休
農
地
の
予
防
施
策

く
膨
大
な
事
業
費
か
ら
整
備

が
遅
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

　

町
や
消
防
団
の
み
な
ら
ず

住
民
が
地
域
の
危
険
箇
所
を

把
握
し
、
異
常
時
に
は
自
主

的
に
速
や
か
に
避
難
行
動
に

移
る
こ
と
を
基
本
原
則
に
、

防
災
体
制
の
構
築
に
努
め
ま

す
。

　
　
　

肺
炎
は
日
本
人
の
死

因
第
３
位
で
、
９
割
以
上
は

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

　

国
で
は
高
齢
者
肺
炎
球
菌

の
定
期
予
防
接
種
を
26
年
度

か
ら
30
年
度
ま
で
経
過
措
置

と
し
て
、
65
歳
以
上
の
未
接

種
者
を
対
象
に
、
５
歳
刻
み

で
該
当
年
齢
に
達
し
た
方
を

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

26
・
27
年
度
の
町
の
定
期

予
防
接
種
率
は
12
％
で
、
28

年
度
は
30
％
の
状
況
で
す
。

接
種
費
用
は
一
人
７
９
０
０

円
で
す
が
、
町
で
は
６
千
円

を
助
成
し
て
い
ま
す
。　

　

町
民
へ
の
お
知
ら
せ
は
、

チ
ラ
シ
、
広
報
く
ず
ま
き
で

周
知
し
て
い
ま
す
が
接
種
率

は
低
迷
し
て
い
ま
す
。

　

病
気
予
防
の
観
点
か
ら
、

一
人
で
も
多
く
の
方
が
接
種

で
き
る
体
制
づ
く
り
に
今
後

努
力
し
ま
す
。

答

問

接
種
率
の
向
上
へ

体
制
を
強
化
す
る

肺
炎
球
菌
予
防
接
種

接
種
率
の
向
上
策
は

　
　
　

本
町
の
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
率
は
低
い
現
状
で

す
。
定
期
接
種
者
と
任
意
接

種
者
と
の
費
用
負
担
の
格
差

が
大
き
い
た
め
、
改
善
策
を

議
員

町
長

肺
炎
球
菌
予
防
接
種

伺
い
ま
す
。

て
努
め
て
お
り
、
28
年
度
は

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用

し
、
農
地
貸
借
が
低
調
な
大

石
、
九
蔵
坂
、
鈴
鹿
口
地
区

を
農
地
集
積
の
モ
デ
ル
地
区

と
し
て
選
定
し
、
農
地
の
利

用
集
積
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
で
は
、
26
年
度

か
ら
地
域
の
共
同
活
動
や
営

農
活
動
等
に
対
し
、
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
で
支
援
を

行
い
、
担
い
手
農
家
へ
の
農

地
集
積
と
い
う
構
造
改
革
の

後
押
し
を
進
め
、
本
町
の
、

小
田
・
星
野
・
前
里
の
３
地
区

で
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
独
自
策
と
し
て
は
、

傾
斜
で
あ
る
こ
と
や
狭
い
こ

と
で
集
積
が
難
し
い
遊
休
農

地
へ
の
ナ
タ
ネ
の
作
付
け
に

対
し
、
23
年
度
か
ら
10
ア
ー

ル
当
た
り
１
万
５
千
円
の
助

成
を
行
い
資
源
循
環
型
の
農

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
発
生
の
予
防
施

策
は
、
国
の
農
地
中
間
管
理

事
業
や
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
制
度
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
、
担
い
手
へ
農
地
の
集

積
を
進
め
る
と
と
も
に
、
各

地
域
で
主
体
的
に
農
地
の
多

面
的
機
能
の
維
持
発
揮
や
、

利
用
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う

関
係
機
関
と
情
報
共
有
し
な

が
ら
予
防
に
努
め
ま
す
。
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定
住
対
策
の
取
り
組

み
実
績
と
成
果
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
で
は
、
20
年
度
か

ら
移
住
定
住
対
策
を
推
進
す

る
た
め
、
様
々
な
支
援
制
度

を
創
設
し
て
き
ま
し
た
。

　

25
年
度
か
ら
定
住
促
進
住

宅
の
整
備
、
28
年
度
は
、
移

住
定
住
対
策
の
担
当
部
署
と

し
て
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻

推
進
室
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

定
住
対
策
の
実
績
は
、
ソ

フ
ト
事
業
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者

の
各
種
奨
励
金
制
度
で
28
件
、

５
４
０
万
円
の
交
付
、「
新

婚
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
金
事
業
」

で
56
件
、
５
６
０
万
円
の
交

付
の
実
績
で
す
。
28
年
度
か

ら
実
施
し
た
、「
若
者
定
住

家
賃
補
助
事
業
」
は
11
件
、

90
万
円
の
実
績
見
込
み
で
す
。

　

ハ
ー
ド
事
業
は
、
建
設
中

の
定
住
促
進
住
宅
を
含
め
町

内
５
か
所
に
計
22
世
帯
分
の

住
宅
を
整
備
し
、
現
在
提
供

可
能
な
居
室
15
室
に
12
世
帯

ま
す
が
、
町
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
　
　

町
は
、
第
三
セ
ク

タ
ー
や
ま
ち
な
か
活
性
化
協

議
会
と
連
携
し
、
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
様
々
な

交
流
機
会
の
創
出
に
努
め
、

若
者
や
町
民
が
集
え
る
場
作

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
老
朽
化
し
た
役
場

庁
舎
の
建
て
替
え
に
向
け
た

基
礎
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
複
合
化
を
検
討

し
て
お
り
、
行
政
・
交
流
・
防

災
安
全
・
商
業
な
ど
の
機
能

の
集
約
化
を
図
り
、
新
た
な

相
互
交
流
が
生
ま
れ
る
施
設

を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

定
住
化
を
進
め
る
た

め
に
、
さ
ら
な
る
空
き
家
対

策
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、

町
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

22
年
度
か
ら
「
空
き

家
バ
ン
ク 
お
で
ゃ
ん
せ
葛

巻
へ
」
事
業
を
実
施
し
、
こ

れ
ま
で
に
13
件
の
空
き
家
が

登
録
さ
れ
、
う
ち
11
件
が
利

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
登

録
件
数
は
横
ば
い
の
状
況
で

す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
定

辰
たつ

柳
やなぎ

 敬
けい

一
いち

 議員

が
入
居
で
80
％
の
入
居
率
の

状
況
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
転
出
超
過
数
は
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
、
20
年
度
以

降
の
移
住
者
は
73
世
帯
、
１

６
１
名
で
、
20
代
か
ら
30
代

の
若
い
世
代
が
全
体
の
約
８

割
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

人
口
減
少
の
歯
止
め
に
一
定

の
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

新たに整備した小田地区若者定住住宅

議
員

議
員

議
員

町
長

町
長

町
長

問

答

定 住 対 策 の 成 果 は

人 口 減 少 に 一 定 の 歯 止 め

一般質問

定
住
対
策
の
取
り
組
み

町
民
の
集
え
る
場

空
き
家
対
策

住
化
に
向
け
た
住
宅
施
策
を

加
速
さ
せ
る
た
め
、
子
育
て

支
援
住
宅
の
整
備
や
、
若
い

世
代
が
安
価
で
快
適
に
居
住

で
き
る
様
々
な
タ
イ
プ
の
住

宅
環
境
の
充
実
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

29
年
度
は
、
町
に
定
住
す

る
町
民
が
一
定
の
基
準
で
住

宅
を
新
築
、
中
古
住
宅
を
購

入
し
た
際
に
１
０
０
万
円
を

限
度
に
助
成
す
る
事
業
な
ど

で
、
さ
ら
に
定
住
化
に
向
け

た
住
宅
環
境
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

～くずまきに“いらっしゃい”～～くずまきに“いらっしゃい”～

移住者向け子育て住宅を整備
●
い
ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻
子
育

て
支
援
住
宅
条
例

　

子
育
て
世
帯
の
町
外
か
ら

の
移
住
を
促
進
す
る
た
め
、

小
屋
瀬
地
区
に
住
宅
を
２
棟

整
備
中
。

　

小
学
生
以
下
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
世
帯
で
、
町
に

定
住
す
る
こ
と
な
ど
が
要
件

で
す
。
今
後
、
入
居
者
を
公

募
し
て
町
の
審
査
で
選
考
さ

れ
た
方
が
入
居
で
き
ま
す
。

　

家
賃
は
月
額
３
万
９
千
円

で
、
８
月
か
ら
入
居
開
始
の

予
定
で
す
。

●
水
道
事
業
の
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
の
条
例

　

新
た
に
設
置
す
る
水
道
事

業
に
従
事
す
る
、
職
員
の
給

与
に
関
す
る
事
項
を
整
備
。

●
町
税
条
例
等
の
改
正

　

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き

上
げ
が
、
31
年
10
月
１
日
に

延
期
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
、

関
係
条
文
の
整
理
。
軽
自
動

車
の
燃
費
性
能
に
応
じ
て
環

境
負
荷
の
小
さ
い
車
の
税
率

を
軽
減
す
る
、
環
境
性
能
割

な
ど
が
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

　

葬
祭
費
を
２
万
円
か
ら
３

万
円
に
引
き
上
げ
。

●
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
に

関
す
る
条
例
改
正

　

29
年
度
か
ら
導
入
す
る
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
、

非
常
勤
特
別
職
と
し
て
採
用

す
る
た
め
、
月
額
報
酬
上
限

額
を
18
万
５
千
円
か
ら
25
万

円
に
引
き
上
げ
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は

６
人
配
置
の
計
画
で
、
報
酬

月
額
は
22
万
円
。

●
定
住
促
進
住
宅
条
例
の
改
正

　

下
町
地
区
に
、
木
造
２
階

建
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
の
住
宅
を

１
棟
整
備
。

　

７
月
か
ら
入
居
開
始
の
予

定
で
す
。

●
町
職
員
定
数
条
例
の
改
正

　

水
道
事
業
の
設
置
に
伴
い
、

職
員
２
人
配
置
。

条
例
制
定
・
改
正

請
負
契
約
の
変
更

意

見

書

●
養
護
老
人
ホ
ー
ム
葛
葉
荘

整
備
工
事

　

契
約
金
額
を
８
億
28
万
円

か
ら
８
億
１
８
４
２
万
円
に

変
更
。

◇
契
約
相
手　

大
伸
工
業

（
株
）【
盛
岡
市
】

●
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年

金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出

　

議
員
を
目
指
す
新
た
な
人

材
確
保
に
向
け
た
、
議
員
の

厚
生
年
金
制
度
加
入
の
法
整

備
の
実
現
を
図
る
た
め
全
国

町
村
議
長
会
か
ら
意
見
書
提

出
の
要
望
が
あ
り
、
12
月
定

例
会
議
で
継
続
審
査
と
し
た

も
の
を
再
審
査
し
ま
し
た
。

　

３
月
７
日
の
輝
く
ふ
る
さ

と
常
任
委
員
会
で
審
査
し
た

結
果
、「
ふ
る
さ
と
懇
談
会

で
聴
い
た
町
民
の
意
見
な
ど

を
踏
ま
え
、
議
員
の
な
り
手

の
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
な
整
備
」、「
同
時
に
国

民
の
年
金
制
度
の
充
実
に
議

会
の
取
り
組
み
が
必
要
」
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
こ
の
要
望
を

『
採
択
』
と
決
定
し
、
内
閣

総
理
大
臣
の
ほ
か
関
係
機
関

に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

３
月
定
例
会
議
で
、
い

ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻
子
育
て

支
援
住
宅
条
例
の
制
定
や

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年

金
制
度
加
入
を
求
め
る
意

見
書
な
ど
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
　
　

若
者
や
町
民
が
集
え

る
場
所
作
り
が
必
要
と
思
い
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補

正

予

算

定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

　

一
般
会
計
に
８
１
３
５
万

円
追
加
し
、
総
額
を
88
億
３

７
８
６
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
主
な
歳
入
は
、

特
別
交
付
税
１
億
７
３
２
３

万
円
。

　

歳
出
は
、
病
院
経
営
の
安

定
化
対
策
と
し
て
病
院
会
計

に
１
億
１
２
０
０
万
円
の
繰

り
出
し
、
町
民
税
非
課
税
の

方
に
１
万
５
千
円
を
給
付
す

る
臨
時
福
祉
給
付
金
２
７
７

５
万
円
が
主
な
内
容
で
す
。

　

各
会
計
の
補
正
額
と
主
な

予
算
の
使
い
み
ち
は
、
上
の

表
の
と
お
り
で
す
。

会　計　名 補正額 補正後の予算額
一　般　会　計 8135万円 88億3786万円

特
別
・
企
業
会
計

国民健康保険事業 △6689万円 12億1514万円

簡易水道事業 1億7470万円 8億8505万円

農業集落排水事業 65万円 2億1418万円

後期高齢者医療事業 735万円 7642万円

病院事業（収益的支出） △ 54万円 9億4626万円

《主な予算の使いみち》
■ 病院経営の安定化対策（病院会計へ繰り出し）･･ 1億1200万円
■ 防災用太陽光発電設備・急速充電器設置工事･･･････ 3100万円
■ 臨時福祉給付金（町民税非課税者に1万5千円）････  2775万円
■ ふるさと納税寄付者謝礼 ･････････････････････････   200万円

【
主
な
質
疑
】

議 員 議 員 のの 判 断 判 断
○議員の判断で決定した議案（賛否が分かれた議案はありませんでした。）

議案等
番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

件名と主な内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議決
結果

畑
福　
　

弘

山
崎　

邦
廣

大
平　
　

守

柴
田　

勇
雄

鈴
木　
　

満

姉
帯　

春
治

山
岸　

は
る
美

辰
柳　

敬
一

高
宮　

一
明

中
崎　

和
久

議案１号 平成29年度葛巻町一般会計予算･･･予算額52億7361万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案２号 平成29年度葛巻町国民健康保険事業勘定特別会計予算･･･予算額12億353万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案３号 平成29年度葛巻町農業集落排水事業特別会計予算･･･予算額2億427万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案４号 平成29年度葛巻町後期高齢者医療事業特別会計予算･･･予算額6926万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案５号 平成29年度葛巻町国民健康保険病院事業会計予算･･･収益的支出の予算額13億2544万
円、資本的支出の予算額6億7045万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案６号 平成29年度葛巻町水道事業会計予算･･･収益的支出の予算額1億9674万円、資本的支
出の予算額2億6361万円 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案７号 平成28年度葛巻町一般会計補正予算（第5号）･･･8135万円を追加して予算額88億
3786万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案８号 平成28年度葛巻町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第3号）･･･6689万円を
減額して予算額12億1514万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案９号 平成28年度葛巻町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）･･･ １億7470万円を追加
して予算額8億8505万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案10号 平成28年度葛巻町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）･･･65万円を追加し
て予算額２億1418万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案11号 平成28年度葛巻町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）･･･735万円を追加
して予算額7642万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案12号 平成28年度葛巻町国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）･･･収益的支出の予算
額を54万円減額して9億4626万円に 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案13号 町税条例等の改正･･･消費税の引き上げ時期の延期などに伴う、条文の整理や施行日の
変更 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案14号 国民健康保険条例の改正･･･葬祭費を２万円から３万円に引き上げ 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案15号 非常勤特別職の職員の報酬に関する条例改正･･･月額報酬上限額を18万５千円
から25万円に引き上げ 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案16号 定住促進住宅条例の改正･･･下町地区に新たに定住促進住宅を整備 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案17号 いらっしゃい葛巻子育て支援住宅条例･･･子育て世帯の町外からの移住促進と、将来に
わたって定住を図ることを目的に、小屋瀬地区に住宅を整備 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案18号 水道事業の企業職員の給与の種類及び基準に関する条例･･･新たに設置する水道事業に
従事する職員の給与に関する規定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案19号 養護老人ホーム葛葉荘整備工事の変更請負契約の締結･･･契約金額を８億28万円から
８億1842万円に変更 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案20号 職員定数条例の改正･･･水道事業の設置に伴い、職員の定数の改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

要望１号 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書…地方議会議員の厚生年金制度
加入を求める意見書提出の要望 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

発委１号 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書提出…地方議会議員の厚生年金
制度加入を求める意見書の提出 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

〈議決結果〉

※ ○は原案に賛成。
※ 議長は採決に加わりません。

28年度補正予算 新
病
院
開
業
を
見
据
え

累
積
欠
損
金
の
解
消
へ

　

３
月
定
例
会
議
で
、
28
年
度
補
正
予
算

の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

返

礼

品

台
風
被
害

水
路
の
復
旧

病
院
事
業
の

欠
損
金
解
消
対
策

総
務

企
画

建
設

水
道

葛
巻

病
院

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
の
内
容
と
決
定
方
法
は
。

　
　

寄
付
さ
れ
た
額
の
半
額

程
度
を
目
安
に
、
返
礼
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

台
風
10
号
の
被
害
を
受

け
た
水
路
は
、
春
の
農
作
業

の
時
期
ま
で
に
復
旧
で
き
ま

す
か
。

　
　

春
の
耕
作
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
に
進
め
ま
す
。

　
　

病
院
事
業
の
累
積
欠
損

金
の
解
消
対
策
の
背
景
は
。

　
　

新
病
院
の
開
業
に
当
た

り
、
累
積
欠
損
金
を
整
理
し

て
新
た
な
経
営
環
境
で
健
全

化
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

と
考
え
、
国
の
会
計
制
度
の

改
正
で
計
上
し
た
退
職
引
当

金
分
を
除
く
過
去
の
累
積
欠

損
相
当
額
を
、
一
般
会
計
か

ら
繰
り
出
し
ま
す
。

　

返
礼
品
は
乳
製
品
や
ワ
イ

ン
な
ど
の
特
産
品
が
中
心
で
、

町
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
第
三
セ

ク
タ
ー
と
協
議
し
な
が
ら
決

め
て
い
ま
す
。

問

問

問

答

答

答

建設が進む新葛巻病院

議
会
活
動
報
告

●
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
定
例
会

（
高
宮
一
明
副
議
長
出
席
）

◇
期
日　

29
年
２
月
21
日

◇
場
所　

岩
手
県
自
治
会
館

◇
議
案　

29
年
度
一
般
会
計

予
算
ほ
か
８
議
案

◇
議
決
結
果　

全
議
案
可
決

●
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合

議
会
定
例
会
（
辰
柳
敬
一

議
員
出
席
）

◇
期
日　

29
年
２
月
21
日

◇
場
所　

盛
岡
地
区
広
域
消

防
組
合

◇
議
案　

火
災
予
防
条
例
の

改
正
ほ
か
７
議
案

◇
議
決
結
果　

全
議
案
可
決

●
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合

議
会
（
姉
帯
春
治
、
大
平

守
、山
崎
邦

議
員
出
席
）

◇
期
日　

29
年
２
月
20
日

◇
場
所　

西
根
総
合
支
所

◇
議
案　

介
護
保
険
条
例
の

改
正
ほ
か
６
議
案

◇
議
決
結
果　

全
議
案
可
決
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 町の未来像を語り合う 町の未来像を語り合う

小学生との「ふるさと懇談会」
　

２
月
17
日
、
葛
巻
小
学
校

体
育
館
で
若
い
世
代
の
声
や

思
い
を
聴
く
た
め
、
町
内
５

小
学
校
の
５
・
６
年
生
32
人

と
「
ふ
る
さ
と
懇
談
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

各
校
か
ら
学
校
活
動
の
紹

介
や
町
に
期
待
す
る
未
来
像

を
発
表
し
合
い
、
出
席
し
た

議
員
７
人
と
将
来
の
町
づ
く

り
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。

　

各
校
の
発
表
で
は
、
人
口

増
加
に
つ
な
が
る
施
策
の
提

案
や
自
然
を
守
り
育
て
る
活

動
の
必
要
性
な
ど
、
活
発
な

意
見
や
考
え
が
出
ま
し
た
。

　

児
童
の
発
表
や
議
員
と
の

意
見
交
換
の
進
行
は
、
町
教

育
委
員
会
の
西
舘
修
司
先
生

が
努
め
ま
し
た
。

　

懇
談
会
を
和
や
か
な
雰
囲

気
で
進
め
る
た
め
に
、
児
童

の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
ア
イ
ス
ブ

レ
イ
ク
（
※
）
で
ス
タ
ー
ト
。

簡
単
な
ゲ
ー
ム
や
先
生
の
問

い
か
け
に
答
え
る
こ
と
で
、

児
童
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

児
童
の
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
中
、
懇
談

会
を
進
め
ま
し
た
。

自
分
の
思
い
を

積
極
的
に
発
言

緊
張
を
ほ
ぐ
し
て

懇
談
会
ス
タ
ー
ト

　議会では、町民に開かれた議会
を目指し、多くの意見や声を聴く
機会の場として、議会報告会「ふ
るさと懇談会」を開催しています。
　町内５小学校の５・６年生、町
ＰＴＡ連合会の皆さんと意見交換
を行いましたので、その内容をお
知らせします。

（
※
）
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク

　

初
対
面
の
人
同
士
が
出

会
っ
た
時
、
緊
張
を
と
き

ほ
ぐ
す
た
め
の
手
法

発表に入る前のアイスブレイク

自
然
が
豊
か
で

人
が
優
し
い
町

親
子
間
の
交
流
で

町
の
良
さ
を
実
感

森
の
大
切
さ
を
学
び

自
然
を
守
る
行
動
に

販
売
体
験
学
習
で

被
災
地
を
応
援

各
学
校
の
発
表

　

始
め
に
自
己
紹
介
と
と
も

に
、
児
童
が
思
っ
て
い
る
町

の
イ
メ
ー
ジ
や
良
い
と
思
っ

て
い
る
点
な
ど
を
発
表
。

　

多
く
の
児
童
か
ら
、「
自

然
が
豊
か
な
町
」、「
災
害
が

少
な
い
」、「
優
し
い
人
が
多

い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。
聞
か
れ
た
こ
と
に
対
し

て
、
高
学
年
ら
し
く
、
す
ぐ

に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

各
学
校
か
ら
、
地
域
や
学

校
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
、

自
慢
で
き
る
こ
と
、「
町
が

将
来
こ
ん
な
ふ
う
に
な
れ
ば

い
い
な
」
と
い
う
夢
な
ど
を

発
表
。
勉
強
時
間
も
あ
っ
た

中
、
学
校
の
代
表
と
し
て
準

備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

各
校
が
発
表
し
た
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
葛
巻
小
学
校
】

【
小
屋
瀬
小
学
校
】

【
吉
ヶ
沢
小
学
校
】

「
町
の
良
さ
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
大

切
に
」
と
発
表
し
た
葛
巻
小
の
代
表

　

昨
年
７
月
に
親
子
レ
ク
を

開
催
し
、
鍋
倉
農
園
で
山
ぶ

ど
う
の
剪
定
（
せ
ん
て
い
）

作
業
と
町
の
名
産
の
ワ
イ
ン

づ
く
り
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
ワ
イ
ン
は
成
人
し

た
と
き
に
開
け
る
予
定
で
す
。

く
ず
ま
き
高
原
牧
場
の
冬
ま

つ
り
の
綱
引
き
大
会
に
も
参

加
し
て
、
葛
巻
町
の
冬
を
存

分
に
満
喫
し
ま
し
た
。
親
子

レ
ク
を
通
じ
て
町
の
良
さ
を

親
子
一
緒
に
な
り
な
が
ら
実

感
で
き
る
取
り
組
み
を
行
い

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
町
の
良
さ
を
活

か
し
た
取
り
組
み
を
大
切
に

し
た
り
、
自
分
た
ち
の
良
さ

を
活
か
し
な
が
ら
、
人
の
た

め
に
行
動
し
た
り
す
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
自
然
や
川
、
森

林
の
勉
強
を
し
な
が
ら
自
然

保
護
活
動
を
行
い
、
森
の
楽

し
さ
や
大
切
さ
を
学
ん
で
い

ま
す
。

　

毎
年
、
学
校
の
裏
を
流
れ

る
土
谷
川
の
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ

ガ
イ
な
ど
の
水
生
生
物
に
つ

い
て
、
小
屋
瀬
中
学
校
の
皆

さ
ん
と
川
の
様
子
を
調
査
し

て
い
ま
す
。
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ

ガ
イ
は
年
々
減
っ
て
い
る
の

で
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。
使
っ
た
油
を
川
に
流

し
て
し
ま
う
と
川
の
水
が
汚

れ
て
、
生
物
が
住
め
な
く
な

り
ま
す
。
私
た
ち
は
使
っ
た

油
を
利
用
し
て
「
エ
コ
石
け

ん
」
を
作
っ
て
使
用
し
、
川

を
汚
さ
な
い
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
自
分
た
ち
だ
け
で
は

な
く
、
学
校
行
事
に
来
た
方

や
交
流
を
し
て
い
る
野
田
村

の
方
々
に
も
差
し
上
げ
て
、

た
く
さ
ん
の
人
に
使
っ
て
も

ら
う
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

葛
巻
の
森
林
は
宝
物
で
す
。

私
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
も
の

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
森
の

手
入
れ
を
し
て
い
く
こ
と
で
、

私
た
ち
の
生
活
を
守
っ
て
く

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
葛
巻

の
宝
で
あ
る
自
然
を
守
り
、

育
て
る
活
動
を
続
け
ま
す
。

　

吉
ヶ
沢
小
学
校
の
大
切
な

活
動
に
、「
く
ず
ま
き
高
原

牧
場
ま
つ
り
」
で
の
販
売
体

験
学
習
が
あ
り
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
は
、
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し
た
田
野
畑

小
学
校
に
少
し
で
も
多
く
の

義
援
金
を
贈
り
た
い
思
い
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
米

「これからも葛巻の自然を守り育てる」と力強く
発表した、小屋瀬小の皆さん
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や
藍
染
め
の
ハ
ン
カ
チ
、
Ｔ

シ
ャ
ツ
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
も
ち
米
は
地
域
の
方
の

田
ん
ぼ
を
借
り
て
、
米
作
り

を
体
験
し
収
穫
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
区
や
町
の
た
め

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
こ

と
は
、
牧
場
ま
つ
り
に
参
加

し
続
け
る
こ
と
で
す
。
地
域

の
方
々
に
支
え
て
も
ら
い
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
葛
巻
の

恵
み
を
体
験
し
発
見
し
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
牧

場
ま
つ
り
に
来
た
人
に
、
自

然
豊
か
な
葛
巻
町
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
で
す
。

吉
ヶ
沢
小
学
校
は
全
校
５
人
で
、
最
高

学
年
の
５
年
生
一
人
が
発
表
し
ま
し
た

産
直
店
を
作
っ
て
、
人
口
増
に
つ
な
げ

る
提
案
を
し
た
五
日
市
小
の
皆
さ
ん

大
型
店
や
図
書
館

建
設
計
画
を
提
案

産
直
店
を
建
設

人
口
の
増
加
へ

【
江
刈
小
学
校
】

【
五
日
市
小
学
校
】

　

全
校
児
童
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
葛
巻
町
の
良
い
点

悪
い
点
を
聞
き
ま
し
た
。
良

い
点
は
、
牛
が
多
い
、
自
然

が
豊
か
と
い
う
意
見
が
多
く
、

悪
い
点
は
、
買
い
物
が
で
き

る
と
こ
ろ
が
少
な
い
な
ど
の

意
見
が
出
ま
し
た
。

　

葛
巻
に
あ
っ
た
ら
良
い
と

思
う
も
の
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

が
一
番
多
く
、
そ
の
ほ
か
本

屋
、
大
き
な
図
書
館
な
ど
で

し
た
。
私
た
ち
は
「
笑
顔
あ

ふ
れ
る
葛
巻
町
」
を
テ
ー
マ

に
二
つ
の
建
設
計
画
を
考
え

ま
し
た
。一
つ
目
は
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
す
。
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
あ

れ
ば
遠
く
ま
で
出
か
け
な
く

て
も
、
買
い
物
が
で
き
て
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
と
考
え
ま
し

た
。
町
内
の
お
店
も
出
店
す

れ
ば
、
葛
巻
ら
し
さ
も
入
っ

た
店
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
大
き
な
図
書
館

で
す
。
図
書
館
は
あ
り
ま
す

が
本
の
数
が
少
な
く
、
ゆ
っ

た
り
と
座
っ
て
読
め
る
場
所

が
あ
り
ま
せ
ん
。
図
書
館
に

子
供
た
ち
が
興
味
を
持
つ
本

を
置
き
、
勉
強
で
き
る
学
習

ル
ー
ム
や
、
小
さ
な
子
供
が

休
憩
で
き
る
部
屋
な
ど
も
あ

れ
ば
、
多
く
の
方
が
来
る
と

思
い
ま
す
。

　

町
の
お
店
が
活
性
化
す
る

よ
う
な
環
境
、
読
み
た
い
本

や
必
要
な
本
が
身
近
に
あ
ふ

れ
る
環
境
が
で
き
れ
ば
良
い

と
思
い
ま
す
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、

葛
巻
町
は
災
害
が
少
な
い
、

自
然
が
豊
か
な
ど
、
町
の
良

さ
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
方
で
、
江
刈

地
区
は
全
体
的
に
お
店
が
少

な
い
と
感
じ
る
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
江

刈
の
人
た
ち
は
便
利
な
場

所
へ
行
っ
て
し
ま
い
、
人
が

減
っ
て
店
を
増
や
す
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
で
採
れ
た

新
鮮
な
野
菜
や
牛
乳
な
ど
の

特
産
品
を
売
る
産
直
店
を
五

日
市
地
区
に
建
て
れ
ば
、
岩

泉
町
に
行
く
人
た
ち
が
足
を

止
め
て
く
れ
る
と
考
え
ま
し

た
。
そ
う
す
る
と
、
少
し
ず

つ
人
が
集
ま
り
始
め
、
ほ
か

の
店
も
少
し
ず
つ
増
え
て
地

域
が
活
性
化
す
る
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
提
案
が
う
ま
く
い
く

と
人
口
も
増
え
、
地
区
が
活

気
づ
き
、
自
然
を
守
っ
た
り

伝
統
を
引
き
継
い
だ
り
、
お

店
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

町
全
体
が
良
く
な
っ
て
い
く

と
考
え
ま
す
。

ショッピングモールと大きな図書館の建設計画を
発表した江刈小の皆さん

児
童
が
意
見
交
換

町
の
将
来
を
語
る

酪
農
の
課
題
解
決
策

議
員
が
児
童
に
聴
く

子
育
て
世
代
の
声

町
政
に
多
く
の
提
言

　

各
校
の
発
表
を
聞
い
た
児

童
は
、
お
互
い
に
意
見
を
交

換
。
葛
巻
が
も
っ
と
魅
力
的

な
町
に
な
る
た
め
に
ど
ん
な

工
夫
が
必
要
か
話
し
合
い
ま

し
た
。

　
「
葛
巻
の
木
を
使
っ
た
、

ホ
ー
ル
を
造
っ
て
、
そ
の
中

に
地
産
地
消
の
レ
ス
ト
ラ
ン

や
図
書
館
、
本
屋
や
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
な
ど
が
あ
る
と
い
い

で
す
」、「
お
年
寄
り
に
優
し

い
バ
ス
が
必
要
」
な
ど
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　

近
い
将
来
の
、
自
分
た
ち

が
暮
ら
し
て
い
る
葛
巻
町
の

夢
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

児
童
の
発
表
を
聴
い
た
議

員
が
、
児
童
と
意
見
を
交
換
。

　

鈴
木
満
議
員
が
、
将
来
酪

農
家
を
目
指
す
児
童
に
、「
酪

農
家
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

酪
農
家
を
増
や
し
て
行
く
た

め
に
、
ど
ん
な
取
り
組
み
が

必
要
で
す
か
」
と
質
問
。
児

童
か
ら
は
「
搾
乳
す
る
機
械

や
餌
を
運
ぶ
機
械
を
導
入
し

て
、
酪
農
を
会
社
と
し
て
経

営
し
て
い
け
ば
仕
事
が
楽
に

な
る
し
、
酪
農
家
の
人
口
も

増
え
る
と
思
い
ま
す
。」
と

力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

姉
帯
春
治
議
員
は
、「
町

の
基
幹
産
業
に
、
山
林
を
守

る
林
業
が
あ
り
ま
す
。
木
を

植
え
て
間
伐
を
し
て
伐
採
し

て
収
入
を
得
て
い
ま
す
。
林

業
に
も
、
目
を
向
け
て
欲
し

い
で
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
終
わ
り
に
、
中

崎
議
長
が
「
皆
さ
ん
、
大
変

素
晴
ら
し
い
活
動
を
し
て
い

て
感
心
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
意
見
を
聴
い
て
、
子
供
た

ち
が
町
に
増
え
る
取
り
組

み
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
か
ら
出
た
意
見

は
、
実
現
で
き
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い

ろ
な
意
見
を
、
ど
ん
ど
ん
伝

え
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

　

懇
談
会
終
了
後
は
、
児
童

と
議
員
ら
が
給
食
を
一
緒
に

と
っ
て
、
さ
ら
に
懇
談
を
深

め
ま
し
た
。

鈴木満議員の質問に応える児童

児童と議員らが懇談しながらいただく給食

　

２
月
17
日
、
総
合
セ
ン

タ
ー
で
子
育
て
世
代
の
皆
さ

ん
の
声
を
聴
く
た
め
、
町

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
（
会
長
・
小

屋
瀬
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
山
本
一

英
）
と
「
ふ
る
さ
と
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
役
員
の

皆
さ
ん
ら
、
17
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

始
め
に
議
会
の
活
動
状
況

を
説
明
し
、
皆
さ
ん
か
ら
町

政
に
対
す
る
質
問
や
意
見
を

聴
き
ま
し
た
。

　
「
葛
巻
高
校
の
ク
ラ
ス
数

の
減
少
の
話
が
あ
り
ま
す
が
、

高
校
の
存
続
と
ク
ラ
ス
数
を

維
持
し
て
欲
し
い
」、「
子
供

た
ち
の
家
庭
環
境
の
影
響
で

大
学
進
学
が
閉
ざ
さ
れ
る
こ

と
は
町
の
損
失
に
な
る
の
で
、

安
心
し
て
教
育
が
受
け
ら
れ

る
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」

な
ど
、
子
育
て
を
し
て
い
る

皆
さ
ん
か
ら
率
直
な
意
見
が

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
声

を
参
考
に
、
今
後
の
町
づ
く

り
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ＰＴＡとのＰＴＡとの
懇談会懇談会

参
加
者
全
員
か
ら
声
を
聴
き
、
教
育
や

町
づ
く
り
に
対
す
る
意
見
を
交
換
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奥
多
摩
町
は
、
か
っ
て
竹

下
総
理
が
提
唱
し
た
「
ふ
る

さ
と
創
生
１
億
円
」
事
業
で

温
泉
掘
削
に
成
功
。
奥
多
摩

温
泉
「
も
え
ぎ
の
湯
」
を
建

設
整
備
。「
も
え
ぎ
の
湯
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
灯
油
ボ
イ

ラ
ー
で
加
温
し
て
い
た
も
の

を
地
元
の
森
林
資
源
の
有
効

活
用
と
地
球
温
暖
化
防
止
に

役
立
て
る
た
め
、
木
質
チ
ッ

プ
を
燃
料
と
す
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
、

24
年
３
月
か
ら
稼
働
。

　

既
存
の
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
は
、

年
間
約
９
万
５
千
㍑
の
灯
油

消
費
と
約
２
３
６
ト
ン
の
二

酸
化
炭
素
を
排
出
。バ
ー
ク
・

粉
砕
チ
ッ
プ
を
混
焼
す
る
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に

転
換
し
た
こ
と
で
年
間
灯
油

使
用
量
が
１
万
１
千
㍑
と
な

り
、
二
酸
化
炭
素
が
約
２
０

１
ト
ン
の
削
減
で
す
。
チ
ッ

プ
使
用
料
は
年
間
約
１
２
０

０
立
方
㍍
で
す
。

　

ま
た
、チ
ッ
プ
サ
イ
ロ（
容

量
19
・
４
立
方
㍍
）
に
は
２

〜
４
ト
ン
ア
ー
ム
ロ
ー
ル
車

の
ダ
ン
プ
カ
ー
で
搬
送
さ
れ
、

補
給
は
３
日
に
１
回
程
度
。

　

温
泉
も
え
ぎ
の
湯
は
、
地

元
町
民
、
登
山
客
な
ど
多
く

の
方
々
か
ら
利
用
さ
れ
、
町

内
で
数
少
な
い
交
流
や
社
交

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
ね
ら
い
は
、

町
内
で
間
伐
さ
れ
た
未
利
用

で
放
置
さ
れ
て
い
る
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
を
対
象
に
、
１
立
方

㍍
６
千
円
（
現
金
３
千
円
と

地
域
通
貨
３
千
円
相
当
）
で

買
い
取
り
、
森
林
の
整
備
・

保
全
促
進
と
地
域
通
貨
を
流

通
さ
せ
、
地
域
商
店
の
経
済

活
性
化
に
役
立
つ
こ
と
を
併

せ
持
っ
て
い
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
を
有
効
活
用

子
育
て
支
援
充
実

若
者
定
住
が
促
進

葛
巻
町
産
材
を

床
材
に
利
活
用

奥多摩町
　「巨樹と清流のまち」東京都奥多摩町は、都心から電車を乗
り継ぎ約２時間。山梨県隣の東京の一番奥地の町。人口5500
人、高齢化率47％、年間出生数15人、死亡者数195人の過疎地。
面積は226平方メートルで都内一、その94％が山林。東京都
最高峰の雲取山(2017m)を頂点に四方を山々に囲まれた緑豊
かで多摩川の源流となっている地域です。
　東京と言えば、人口過密で騒がしいイメージを描きますが、
奥多摩町は、険しい山々が屏風のように立ちはだかり、峡谷沿
いに、わずかに開けた土地に町並みが形成され、ひっそり静ま
り返ったひなびた農村光景が広がる町です。

　

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
は
、
２
月
６
日
か
ら
８
日
、

鈴
木
町
長
も
同
行
し
、
東
京
都
の
奥
多
摩
町
、
港
区
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
を
視
察
。
本
町
が
重
点
的
に
進
め
て
き
た
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
、
子
育
て
支
援
や
若
者
定
住
を
さ
ら
に
充

実
す
る
た
め
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
事
例
を

視
察
し
、
今
後
の
町
づ
く
り
の
参
考
の
た
め
研
修
し
ま
し
た
。

奥多摩温泉「もえぎの湯」木質バイオマスボイラー

輝くふるさと常任委員会
研修レポート IN 東京

会 ２／６　　▼　　８

奥多摩町
イメージキャラクター

”わさぴー ”

　

都
内
で
あ
り
な
が
ら
、
都

心
は
過
密
、
郊
外
は
過
疎
と

い
う
両
極
端
な
人
口
現
実
問

題
の
悩
み
を
抱
え
る
東
京
都
。

　

奥
多
摩
町
の
人
口
の
ピ
ー

ク
は
昭
和
31
年
に
１
万
５
６

１
３
人
、
平
成
27
年
は
５
５

１
１
人
で
、
こ
の
60
年
間
で

１
万
１
０
２
人
、
65
％
の
減

の
実
態
で
す
。

　

奥
多
摩
町
は
人
口
減
少
問

題
が
最
大
の
課
題
。
子
育
て

支
援
や
若
者
定
住
促
進
な
ど

の
施
策
は
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
充
実
ぶ
り
で
、
全
国
の

市
町
村
か
ら
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

　

支
援
を
受
け
て
い
る
住
民

か
ら
、「
子
育
て
支
援
が
充

実
し
て
い
る
の
で
奥
多
摩
町

に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
い

う
声
を
直
接
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　

　

奥
多
摩
町
の
子
育
て
支
援

施
策
な
ど
の
主
な
内
容
は
、

下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

子育て支援で７０２万円もお得！

　
Ｊ
Ｒ
浜
松
町
駅
近
く
に
立

地
す
る
港
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
。
幅
広
い
年
齢
の
方
が

利
用
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

パ
ー
ク
や
プ
ー
ル
を
中
心
に
、

観
覧
席
の
あ
る
広
く
様
々
な

競
技
に
適
し
た
ア
リ
ー
ナ
や

多
数
の
競
技
場
と
武
道
場
が

完
備
さ
れ
た
８
階
建
て
の
総

合
室
内
競
技
施
設
で
す
。

　

26
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
巨
大
施
設
で
、
年
間
利
用

者
数
は
約
85
万
人
。
こ
の
施

設
の
ア
リ
ー
ナ
の
床
材
と
し

て
、
町
産
材
（
国
際
森
林
認

証
Ｆ
Ｓ
Ｃ
）
の
楢
フ
ロ
ー
リ

ン
グ
が
、
武
道
場
の
床
材
に

赤
松
集
成
材
が
そ
れ
ぞ
れ
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
外
国
産
材
の
輸
入

増
加
や
林
業
の
担
い
手
不
足

な
ど
か
ら
手
入
れ
が
行
き
届

か
ず
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
森

林
も
多
く
、
森
林
整
備
の
促

進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

港
区
で
は
、
森
を
持
つ
自

治
体
と
「
国
産
材
等
の
活
用

促
進
協
定
」
を
結
び
森
林
資

源
の
保
全
と
地
球
温
暖
化
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
全
国
か
ら

の
国
産
材
を
利
活
用
し
て
施

設
を
整
備
し
た
も
の
で
す
。

葛巻町産材の楢の木が床材に使用されたアリーナ

子育て支援【キャッチフレーズ：奥多摩町「子育て支援で702万円もお得」】
　○乳 幼 児　保育料の全額助成、医療費の全額助成
　○小中学生　給食費・通学費・医療費の全額助成、中学生の制服代の助成
　　　　　　　交流事業でオーストラリアや神津島へ派遣
　○高 校 生　通学費・医療費の全額助成、通学支援（ガソリン代・タクシー代一部助成）
　○そ の 他　学童保育料の助成、インフルエンザ予防接種一部助成
　　　　　　　不妊検査や不妊症治療等の一部助成、奥多摩温泉「もえぎの湯」優待
　　　　　　　水道料金の一部助成、ごみ袋購入費の助成

若者定住促進支援
　○出会いの場支援　ふれ愛センター開設
　　　　　　　　　　（登録→イベント参加→親交を深める→結婚→支援制度を活用して定住）
　○若者定住の支援　奥多摩町に新築で260万円の助成
　　　　　　　　　　住宅の購入・改築・増築・リフォームで最大200万円の助成 
　　　　　　　　　　町外から移住し15年間以上継続定住の場合、無償で住宅を譲与
　　　　　　　　　　宅地分譲地の安価購入
　○若者定住住宅　　若者世代の定住応援のため安価での貸し出し
　　　　　　　　　　若者用空き家バンクの活用推進
　　　　　　　　　　所有者が町に寄付で200万円、若者用空き家バンク登録で50万円助成




